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Scopes give context for Practitioners to apply the FinOps Framework.

ドメイン

関連ペルソナは、FinOpsの実践をサポートする。コアペルソナは、FinOpsの実践に常に関与する。

Data Ingestion

配賦

Data Ingestion

異常管理 KPIとベンチマーキング ライセンスとSaaS

サステナビリティユニットエコノミクス

Data Ingestion 予算編成

計画と見積もりデータ取り込み
アーキテクチャ設計とワークロード
配置

料金の最適化レポートと分析

予測 使用量の最適化

経営戦略との整合

FinOpsの教育と普及
促進

FinOpsプラクティスの
運用

ガバナンス、ポリシー、
リスク

FinOpsの教育と普及
促進

自動化、ツール、
サービス

専門分野間の連携FinOpsアセスメント

使用量とコストの理解 ビジネス価値の定量化 使用量とコストの最適化

FinOpsプラクティスの管理

セキュリティ

ITAM ITSM

サステナビリティ

たビジネス構造に紐付けて定義したセグメントであり、テクノロジーの価値を最大化するためにFinOpsの適用をガイドするものである。
カスタムスコープ プロダクト コストセンター + AI パブリッククラウド SaaS データプラットフォーム プライベートクラウド ライセンス データセンター +

Technology StrategyBusiness Strategy Technology StrategyBusiness Strategy FinOps

エンジニアリング 財務

プロダクト調達リーダーシップ

FinOpsとは、運用フレームワークおよび組
織文化的なプラクティスであり、エンジニアリ
ング、財務、ビジネスチーム間のコラボレー
ションを通じて、テクノロジーのビジネス価値
の最大化、データに基づいたタイムリーな意
思決定、財務上の説明責任を生み出すため
のものである。
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FinOps実践者 ITFM

原則

チームはお互いに協力する必要が
ある

ビジネス価値に基づいて、テクノロ
ジーに関する意思決定を行う

すべての人が自分のテクノロジー
利用に当事者意識を持つ

クラウドの変動費モデルを活用
する

組織横断の専門チームが中心と
なりFinOpsを推進するべき

FinOpsデータはアクセスしやすく
タイムリーで正確であるべき

FinOpsスコープ は、 テクノロジーカテゴリ   全体にわたる支出を、プロダクト、コストセンター、環境といっ

はFinOpsの実践で得られる成果をあらわしたものであり、

Attached file shows corrections regarding the layout and formatting.

* / or v ^ (in red) : Mut Return - line break to adjust Japanese word break.

* FinOps Scope description : Move some words "環境といった " in the second line to the 
first line

* Domain & Capability description : Place background round square to "ケイパビリティ " - 
"Capability", 
  following the background color in English original - light blue.

はその成果を達成する方法を示したものである。ケイパビリティ


